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新型コロナウィルス流行下での博物館実習
　関西大学では、新型コロナウイルス感染拡大
防止対策の観点から、2020年度春学期は、「イ
ンターネットを活用した遠隔授業」を実施した
が、秋学期授業については、感染拡大予防策を
講じたうえで、原則として対面授業を実施する
こととなった。
　博物館実習の後半の授業は、大学の方針のも
と、感染予防対策を講じながら、博物館実習展
を中心に、当初のシラバスの内容とおりに行っ
た。ただ、当初では授業の一環としてスケジュ
ールに組み込まれていた博物館等施設の見学
は、大阪府下の感染拡大状況により、建造物・
景観見学の一回のみであった。また、実習生た
ちが学芸員を目指すために日々の学習と努力の
成果を発表する場でもある博物館実習展は、感
染拡大予防のため、当初の開催期間より短縮し、
一日のみの開催となった。
　このように様々な制限を受けて調整しなが
ら、博物館実習の後半は通常の対面授業の形で
終えた。前半の「オンデマンド配信＋３回の実
技実務実習」（詳しくは阡陵81号）という形式
の授業とあわせて、今年度の博物館実習の授業
は終了となった。
　新型コロナウィルス流行下の状況で、本来は
様々な人、ものと接触しながら学んでいく「博
物館実習」という授業の意義を最大限に果たす
ために、今年度の取り組み以上に何ができるの
かは2021年度の「博物館実習」の課題といえる。
 （施燕）

新型コロナウイルス流行下での「実習展」
　関西大学の博物館実習は、実習生が取り組む

「実習展」を中心に年間の実習プログラムを組
み立てている。2020年度の実習展は、新型コロ
ナウイルス感染拡大を防止するため、これまで
とは異なるプログラムに組み替えて実施した。
ここでは、その概要を記しておく。
　例年の実習展は10月から11月にかけての時期
に、１週間の展示期間を設定して行う。春学期
には実習展に向けた諸資料の取扱いや学外見学
などの実習を積み上げる。７月から９月にかけ
て展示計画を作成し、10月に展示作業を行う。
展示期間中は学内外に公開して来館者への解説
に当たる。実習展の前後には展示計画プレゼン
テーションやインタープリテーション、展示講
評、展示評価などの授業を設定し、学年末のレ
ポート提出をもって、およそ半年間をかけた実

新型コロナウィルス流行下における 
関西大学博物館実習と博物館実習展の取り組み

博物館実習 （2020年度後半カリキュラム
-金曜日・土曜日：４限５限）

９月25日・26日　１週目　文化遺産としての建造物

９月27日　　　　　　　　 博物館等施設見学（竹中道具館・神戸居留地周辺

景観観察）

10月２日・３日　２週目　展示計画プレゼンテーション

10月９日・10日　３週目　 展示の技術／実習展での資料借用と梱包／印刷物

等の提出方法について

10月16日・17日　４週目　 博物館の普及広報と情報化、インタープリテーション

10月23日・24日　５週目　 展示指導及び実習展準備作業（学生による自主作業）

10月30日・31日　６週目　学生による自主作業

11月６日・７日　７週目　 展示指導及び実習展準備作業（学生による自主作業）

11月８日　　　　８週目　 博物館実習展（11/ ８～13開催、11/13日講評、

11/13・11/14撤去の予定だったが、11/ ８のみの

実施へ変更）

11月20日・21日　10週目　資料の借用と運送の現状

11月27日・28日　11週目　自然史資料の保存と整理

11月29日　　　　　　　　 博物館等施設見学（大阪府下の新型コロナウィル

ス感染状況により中止）

12月４日・５日　12週目　展示評価（実習展の振り返り）

12月11日・12日　13週目　拓本の取り方

12月18日・19日　14週目　 博物館における資料研究、ユニバーサル・ミュー

ジアムとしての展示

12月25日・26日　15週目　１年間の反省・学芸員の課題

写真1　授業風景（実習展の振り返り）
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習展が完結する。この実習展は、実習生10人前
後を１班として全体で３～４班に分かれて行
う。班ごとに展示テーマを設定し、班のメンバ
ーが共同作業を行って展示を完成する。
　2020年度の実習展では、感染症拡大防止に向
けた全学的な方針のもと、展示作業において実
習生が密集することを避けるため、次のような
プログラムに切り替えた。（１）班分けによる
グループ作業は行わない。（２）実習生１人が
１つの「ミニ展示」を行う。（３）実習展の展
観は１日間とし、学内外に公開するが、来館者
の密集を避けるため広範な広報は行わない。

（４）ミニ展示は、原則として、実習生自身が
用意する資料・作品１点に博物館が貸し出す資
料・作品１点を加えた２点で構成する。（５）
展示に係る借用事務、調書作成、借用・搬出入
作業、展示作業など各実習は、実施時間帯を事
前に予約したうえで、担当講師及び博物館学芸
員が実習生ごとに個別指導する。
　展示は、幅2600mm の展示ケースを２分割し
て、１台の展示ケース当たり２つのミニ展示と
し、全部で20のミニ展示が完成した。ミニ展示
のテーマは別表のとおりである。
　実習展実施前には、ミニ展示で「博物館実習
としての実習展の場」が成り立つのか、実習の
個別指導が円滑に行えるのか、さらに「ミニ展
示」そのものが成立するのか、といった危惧が
あった。展観後の展示講評では、「各ミニ展示は、
資料・作品２点の展示という困難を乗り越えて
展示としてうまく構成されている」、「隣接する
展示との調和を互いに考慮して、１つの展示ケ
ース内で２つのミニ展示が違和感なく構成され
ているものが多い」、「グループ作業では望めな
い、全実習生がすべての工程を担当する、とい

う実習効果があった」、「展示作業中に実習生が
互いの展示を批評しあう姿が散見された」、「企
画から完成・撤収までの各工程を班員によるデ
ィスカションを経て実行する協働プロセスがな
かったのは残念」、「展観期間が短いうえ、多く
の観覧者でにぎわう実習展とすることができな
かったため、全体として淡々とした実習となっ
た」などの意見があった。
　2021年度の実習展では、通例の、班別展示に
よる１週間展観の実習展として実施する計画と
しているが、感染症拡大防止策を講じながら、
より効果の高い実習展となるよう、柔軟に対応
していきたい。
 　（合田茂伸）

１　江戸時代の貨幣　～秤量貨幣と計数貨幣　中国とのかかわり～

２　秤のれきし

３　音のないオルゴール展

４　関西大学の記念品を見る

５　ポータブル音楽の歴史

６　黄檗～今昔を知る～

７　祈り～信仰は海を越えて～

８　人々にとっての鏡～江戸時代と現代～

９　日常の中のフジタ～時代を超えて～

10　鳥海青児と関西大学

11　読・観～漢字を観てみよう

12　関大の節目と歩み～記念葉書からみる歴史～

13　戦前の女性の装い

14　波佐見焼―大衆のための焼き物―

15　暮らしのぬくもり

16　大阪市の地震・津波

17　生命を得た看板展

18　「筆記用具の中の動物」展

19　猿の郷土玩具―こめられた願い―

20　うつわの美―江戸時代に成立した陶磁器―

2020年度実習展展示テーマ一覧

写真2　実習展展示作業風景1（11月7日） 写真3　実習展展示作業風景2（11月7日）


